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研究成果の概要（和文）：まず、スピノザ、フランツ・ローゼンツヴァイク、レオ・シュトラ

ウス、レヴィナスなどのユダヤ系哲学者について研究発表を行い、論文を執筆した。これらは

フランスはパリの全イスラエル同盟古文書館での文献調査の成果である。第二に、二つの国際

シンポジウムを開催した。ひとつはシムーヌ・ヴェイユについての会議で、その際、パリ第七

大学のマルティーヌ・レボヴィシ氏を招聘することができた。二つ目は、在イスラエルの政治

思想家メロンベン・ベンヴェニスティ氏を招聘しての、ユダヤ性と都市をめぐる会議で、いず

れのシンポジウムについても小冊子を刊行した。第三に、当初の目標を果たすべくユダヤ研究

のサイトを立ち上げることができた。また、ブーレッツの大部のユダヤ教論考の翻訳もほぼ終

了した。幸いにも、発足間もない京都ユダヤ思想学会とも生産的な協力関係を築くことができ

た。 
研究成果の概要（英文）：Through my research during these three years, I’ve obtained the 
following results. First of all, I read several papers on Jewish thinkers as Spinoza, F. 
Rosenzweig, Leo Strauss, E.Levinas, at the meeting of the various societies, and published 
them in the journals. In general, these works were the fruits of bibliographical research at 
the Archive of Alliance Israelite Universelle(Paris). Secondly, I could organise two 
international symposiums ; one on Simone Weil, the other on Urbanism and Jews. For the 
former, I invited Martine Leibovici (Paris VII), and for the latter Mr. Meron Benvenisti, 
jewish political thinker who habits in Jerusalem. Thirdly, I’ve come to fulfill my mission by 
opening the web-site of Modern Jewish Thoutht called ‘Dabel-ba. Finally, in addition of the 
publishing of the translations of the texts of Buber, Levinas, our work of the translation is 
almost finished, as regard to the monumental book of P. Bouretz.     
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１． 研究開始当初の背景 
(１)報告者は今から２８年前に、フランス国
籍のユダヤ系哲学者エマニュエル・レヴィナ
スの著作と出会い、彼のユダヤ教論考、タル
ムード読解を読むために、ユダヤ教ならびに
ユダヤ思想の学習を始め、その後、レヴィナ
ス、ジャンケレヴィッチのみならず、主に２
０世紀の独仏のユダヤ系哲学者、思想家、文
学者の研究を続けた。フランスのユダヤ人機
関でも何度か文献調査を行った。 
(2)レヴィナスとジャンケレヴィッチについ
ては不十分ながら研究書を出版し、また彼ら
の著作を翻訳する作業にも従事した。 
(3)本研究を開始する以前にも、ユダヤ性をめ
ぐる共同研究（科研費）を行ってスピノザか
らレヴィナスまでの系譜について一応の道
筋を示した。 
(4)ユダヤ研究のための必須文献であるレオ
ン・ポリアコフの大著『反ユダヤ主義の歴史』
の邦訳（共訳）を完成させた。 
(5)日本スピノザ協会で発表を行うと共に、フ
ランスのユダヤ人機関「全イスラエル同盟」
で文献調査を行った。 
 
２．研究の目的 
(1)ここ十数年の間に日本におけるユダヤ研
究は質量共に飛躍的に進展した。とはいえ、
近代に話を限ったとしても、近代西洋思想史

にその名を残したユダヤ人哲学者たちの主
要著作がほとんど邦訳で読めないのみなら
ず、その概要すら知られていないというのが、
偽らざる現状であることは残念ながら今も
変わりない。しかるに、ユダヤ人、ユダヤ思
想をめぐる様々な問題を検討し、それについ
て判断を下すためには、これらの基礎文献に
ついてその内容を紹介する導入的作業が不
可欠であろう。今回の研究を促した主要動機
はここにある。これらの文献としては、メン
デルスゾーンの『エルサレム』、マイモンの
自伝、ヘスの『ローマとエルサレム』、コー
エンの『ユダヤ教を源泉とした理性の宗教』、
ローゼンツヴァイク『救済の星』などであっ
た。これらの著者と書物について、今後さま
ざまな読者が語りうるための土台（今回はユ
ダヤ教サイト）を作りたいということ、これ
が第一の目的である。 
(2)と同時に、この予備作業を通じて、「ディ
アスポア」「共に住む人」「ノアの末裔」な
どの諸観念、更には自己と他者、共生と法と
いった観念について省察を加えること、これ
が第二の課題である。 
 
２． 研究の方法 
(1)すでに基礎が出来上がった研究ではない
ため、大変地味な作業になるが、まず文献の
蒐集、閲覧とその根気強い読解が不可欠であ



る。 
(2)そのためには海外のユダヤ人機関の図書
館との連携が不可欠となる。 
(3)続いて、主要な著者たちの生涯と著作につ
いて、また彼ら主要著作についての伝的、書
誌学的情報を蓄積し、それを一種の事典項目
的に提示していく。 
(4)様々な研究者たちの協力も得て、これらの
著者たちの主要著作に関して、たとえ抄訳で
あっても、邦訳の作業を試みる。 
(5)その一方で、今回はブーレッツの書物がそ
うなのだが、これらの著者たちの思想的連関
を包括的に概観できるような書物の邦訳を
も試みる。 
(6)こうした作業の成果をユダヤ教サイトに
アップし、調査を望む人たちの今後の調査、
討論の場所を提供する。 
(7)海外で活躍するユダヤ思想研究者を招聘
し、意見を交換すると共に、彼らとの討論を
公開する。 
 
４．研究成果 
(1)次項で列挙したような学会発表と論文執
筆を行うことができた。とりわけ、ローゼン
ツヴァイクについて自分の考えを提示でき
たことと、レオ・シュトラウスについての読
解と翻訳はこれまで果たせなかった課題で
あった。 
(2)この過程で、後藤英明氏、佐藤貴史氏な
ど若きユダヤ思想研究者との知的交流を深
めることができた。京都ユダヤ思想学会との
関係についても同様のことが言える。パリの
全イスラエル同盟でも貴重な文献調査を行
った。 
(3)まだ不十分ではあるが、ユダヤ教、ユダ
ヤ思想について知識を得るだめでなく、それ
について議論をたたかわせる、その基礎とな
るような場所として、ユダヤ教サイトを開設
することができた。 
(4)スピノザについて様々な視点から研究を
行い、その成果をネグリ論などのなかで世に
問うことができた。スピノザ協会でも発表し、
この絆は今もスピノザをめぐる共同研究と
して継続されている。 
(5)二名の海外研究者を招聘し国際シンポジ
ウムを開催することができた。 
５主な研究業績  
(6)ブーバーとレヴィナスの重要な著作の邦
訳を刊行することができた。 
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